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評価コメント 

本研究では予定された装置の導入も既に完了しており、研究の立ち上げは順調に行われている。新

しいリピート結合分子の設計・合成に着手し、本研究予算で導入されたBiacoreや熱量測定装置を用い

てそれらの化合物の結合能の解析も実際に行われており、新しい分子開発の為の基盤が整ったといえ

る。研究成果に関する特筆すべき点は、研究代表者らが既に開発している分子NAを用い、細胞並びに

マウスのレベルでCAGリピートの短縮を示唆する結果を得ている点である。この研究結果は大変重要

であり、この内容を確実に検証し、その分子メカニズムを明らかにすることによって、明確なリピー

ト結合性分子群の設計指針が確立されると考えられる。本研究では、そのような基礎的な機構解明に

重点を置いた研究の展開が重要である。その一方で、NCDなど本研究で利用しているリピート結合分

子の細胞毒性に対して、その低減を目指した分子群の検討も並行して行われており、新たな分子の開

発にも期待したい。研究推進体制に関しては、一部、人員の転出があったものの、適切な研究体制の

再構築が行われており、研究の遂行に特に問題はないと考えられる。 

 

 


